
静岡県教育委員会

　全小中学校における「業務改善『夢』コーディネーター」を中心とした取組は、本年度で３年目
となり、各校では、工夫や改善を重ねながら、実情に応じた特色ある取り組みが進められています。　
　以下に、取組の成果や本年度の好取組を紹介します。

重点取組 令和７年度校数 ３年間の校数計

１ 人的資源･配置の活用 59 174

２ 校務分類･整理と見直し 218 615

３ 教職員の働き方の見直し 153 575

４ 効率的･効果的な部活動の実現 13 51

５ 地域･家庭、関係機関等との連携･協働 58 165

  重点取組１～５の合計 501 1580

１　令和７年度及び３年間の取組状況集計

２　具体的な事例紹介

①校内（支援員等）の人的資源の活用
・スクール･サポート･スタッフの有効活用、校内教育支援センターの柔軟な運営
②保護者・地域ボランティアの募集　
・学習支援、読み聞かせ、学校行事、調理実習、クラブ活動、登下校見守り
・校内外の整備（雑草除去、プール･トイレ清掃、ビオトープ整備等）
③地域・PTA活動との連携
・職業講話、平和学習、性教育、学校探検ツアー、企業連携、折り紙講座

【紹介したい取組】
①下田市立浜崎小、富士市立富士見台小、磐田市立磐田中部小
②御殿場市立原里小、東伊豆町立熱川小、富士市立大淵第一小、小山町立成美小
　湖西市立白須賀小、小山町立須走中、函南町立函南中、磐田市立福田中
③富士宮市立山宮小、三島市立山田中、裾野市立深良中、松崎町立松崎中
　富士市立吉原北中、島田市立川根小、磐田市立豊田南小、掛川市立大須賀中

※重点取組１と５の内容が混在しているため、一つにまとめました。

令和７年度「業務改善『夢』コーディネーター」による学校における働き方改革

左のグラフから年々減少していることからも、働き
方改革が確実に進んでいることがわかりますね！

市町教育委員会や各校の取組の成果ですね！
時間外在校等時間と言えば、令和７年の給特法改正
により、国の目標が示されたんだよね。

国の時間外在校等時間の目標は　　
・１箇月45時間以下の教職員の割合100％
・年間における平均時間を30時間程度（R11まで）　

数値目標は重要だけど、働き方改革の目的は、長時
間労働を是正し、教職員の健康を守り、教育の質の
向上を図ることで、子どもへのよりよい教育を実現
することであることを全教職員が意識しないとね。

令和５年度からの３年
間で1500を超える取組
が蓄積されています！

令和７年度の好事例を
２で紹介します。

１ 人的資源・配置の活用
５ 地域・家庭、関係機関等との連携・協働重点取組

学校運営協議会や地
域学校協働活動の一
体的な推進やボラン
ティアの募集方法な
ど具体的な取組が掲
載されています。



３　教育委員会の取組

(2) 県教育委員会
　①オール静岡:保護者等へのメッセージ　　
　　　　　　　　　　　 ※令和７年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                 

　　　　　　　　　　　　　　メッセージ動画　　　

(1) 市町教育委員会
　・行事や校務分掌の業務仕分け、市によるチラシ配布のWeb配信、職別標準的職務シートの作成
　　校務DXの研修会、教職員交流サイトの開設、メール連絡システムの整備、各種様式の統一
　【紹介したい取組】
　・三島市※、御殿場市、島田市、磐田市、湖西市※　　※学校経営における職と職務の再編の取組を含む

・部活動活動日や活動時間の見直し・職員の勤務時間適正化
・部活動数の削減　・保護者主体の地域クラブ展開への対応

【紹介したい取組】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　長泉町立長泉中、富士市立鷹岡中、長泉町立北中
　袋井市立浅羽中、藤枝市立大洲中　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①職員の意識改革
・休憩時間の確保、ワークライフバランスの推進、退庁時刻の見える化や意識付け、留守電設置
②効果的な業務推進
・教科担任制の推進、チーム（学年）担任制の導入
　業務の協働･移管（事務職員との連携）

【紹介したい取組】
①南伊豆町立南伊豆東小、富士市立広見小、焼津市立大井川東小、吉田町立中央小
　掛川市立西山口小、焼津市立焼津中、磐田市立城山中、森町立森中
②沼津市立愛鷹小、沼津市立香貫小、富士宮市立上井出小、磐田市立福田小、焼津市立東益津小、
　御前崎市立浜岡中、湖西市立白須賀中

　教職員の多忙化解消の取
組を県教育委員会・政令市
教育委員会・市町教育委員
会・校長会・PTA連絡協議
会がオール静岡で進めます。

①校務のDX化
・生成AIの活用、週報・月予定、健康観察、面談計画等のDX化、テスト採点システム導入
　ポータルサイトの開設、連絡・お便りのデータ配信
②教育課程の見直し
・日課の工夫、勤務時間の適正化、会議の削減や効率化

【紹介したい取組】
①伊豆の国市立長岡北小、裾野市立深良小、長泉町立長泉小、西伊豆町立仁科小、
　伊豆市立中伊豆小、河津町立河津小、伊東市立門野中、沼津市立大岡中、熱海市立熱海中
　下田市立下田中、菊川市立横地小、吉田町立住吉小、藤枝市立青島中、島田市立初倉中
②富士市立田子浦小、清水町立清水小、下田市立白浜小、三島市立南中、牧之原市立坂部小
　森町立飯田小、袋井市立袋井中、川根本町立光の森学園、掛川市立東中、ふじのくに中(本校)

２ 校務の分類・整理と見直し重点取組

３ 教職員の働き方の見直し重点取組

４ 効率的・効果的な部活動の実現重点取組

②学校における業務改革プラン
（業務量管理･健康確保措置実施
　計画）の改定　※令和７年12月

③静岡県版「学校と教師の業務の
　３分類」の作成（アップロード
　小中学校版）　※令和８年１月

【参考資料】
・静岡県部活動ガイドライン 
　令和２年３月策定、令和８年３月改訂予定

・地域クラブ活動の推進等に関する
　静岡県の方針
　令和８年３月策定予定

教職員の意識改革に重点をおく学校
が増えています。また、チーム担任
制の導入や各業務の協働･移管を意識
した取組も進められています。

生成ＡＩの活用やシステム導入
などのＤＸ化や各校の実情に応
じた日課の工夫が見られます。


